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⽬的
「新たな備えサポート隊in札幌」は、災害の多発化や、厳冬期の厳しい避難所環境の対策として在宅避
難が求められる中で、産官学⺠が連携してこれからの地域防災に求められる「新たな備え」の啓発と、
⾼齢者等⽀援が必要な世帯への訪問を通じた「誰ひとり取り残さない災害対応」を⽬的に設⽴した。
⾃⼒では備えが難しい⾼齢者等⽀援が必要な世帯を対象に、構成団体の職員や学⽣、市⺠がボランティ
アとして直接訪問し、安全な「在宅避難」に向けた家具転倒防⽌器具等の取り付けや備蓄の提供を⾏う。
また、アセスメントを実施し速やかに必要な⽀援にむすびつけられるように体制をととのえることで、
把握しにくい在宅避難者の災害関連死も含めて対応できる体制を作ることをを⽬指して活動する。

新たな備えサポート隊in札幌実⾏委員会の設⽴
DCM株式会社が発起⼈となり、2025年7⽉2⽇第１回実
⾏委員会をもって、新たな備えサポート隊in札幌実⾏委員
会が設⽴された。

札幌市広報課と「さっぽろの『笑顔になれる街づくり』
の実現に向けた連携協定」を締結
札幌市⺠が安⼼安全に暮らし笑顔が増えるように、住⺠への周知活動や
防災啓発など、広報課と協定を結んで実施している。

１．新たな備えサポート隊in札幌実⾏委員会の設⽴

構成企業・団体 集合写真

構成企業・団体
伊藤・⼤出法律事務所、Wolt Japan 株式会社、公⽴⼤学法⼈
札幌市⽴⼤学、社会福祉法⼈ 札幌市社会福祉協議会、
ソフトバンク株式会社、損害保険ジャパン株式会社、⼀般財団法⼈
ダイバーシティ研究所、DCM 株式会社、株式会社トヨタレンタリー
ス新札幌、特定⾮営利活動法⼈ 防災したっけ、
株式会社北海道銀⾏、北海道コカ・コーラボトリング株式会社、
株式会社北海道新聞社、北海道放送株式会社、宮坂建設⼯業株式会社
（50⾳順）

加藤副市⻑から激励の
お⾔葉をいただきました



２．サポーター育成
⽀援希望世帯に訪問するボランティアに研修を実施しサポーターに認定
「新しい避難」が難しい⾼齢者等の世帯に対し「在宅避難」に向けた家具転倒防⽌や備蓄
⽀援の提案を⾏う「新たな備えサポート隊」として、養成研修を受け「新たな備えサポーター」として
認定された者を派遣した。原則として実⾏委員会加盟団体関係者を募集対象とし、複数名で訪ねること
で、より効果的な訪問となることを図った。

動画研修の実施
ボランティア申込者は申し込み後7⽉〜対⾯研修までに、新たな備えサポーター
動画研修サイトにある「研修動画基礎編１」 「研修動画基礎編２」「実技編」
「コミュニケーション編」の4つの動画を視聴してで学習し、理解度テスト
をうけ理解を深めた。

対⾯研修の実施
9⽉12⽇(⾦)、13⽇(⼟)、14⽇(⽇)にDCM⻄岡店 で開催した。座学による訪問マナーや
提供する防災⽤品の知識のほか、転倒防⽌つっぱり棒の取り付け実技研修も
実施した。この結果、本年度は36名の新たな備えサポーターが登録された。

笑顔になれる街づくり』の実現に向携協定」を締結構成企業・団体 集合写真

加藤副市⻑から激励の
お⾔葉をいただきましたＤＣＭ⻄岡店で研修を実施 動画研修サイト



３．⽀援希望世帯 募集について
⽀援希望世帯について
初年度は札幌市内で最も⾼齢化率の⾼い厚別区もみじ台で活動を実施した。
札幌市の協⼒により介護予防センターからの告知約20世帯のほか、厚別区⽼⼈会協議会のご協⼒でチラシ
530世帯の配布したほか、市営団地1000世帯にポスティングによる告知を⾏った。
100世帯を⽬指したが、本年度は15世帯での実施となった。
⽀援希望世帯15名のうち、13名が80代であった。くり』の実現に向携協定」を締結
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４．サポート活動
⽀援世帯訪問計画の作成について
本年度は15件と訪問数が少なかったため、実⾏委員⻑と事務局⻑で
訪問計画を作成。性別の偏りなく⽀援希望世帯1世帯につきサポーター3名1組を
基本としてサポート隊を計画した。

サポート活動当⽇
10⽉18⽇19⽇、25⽇26⽇、11⽉1⽇2⽇3⽇の7⽇間で15世帯を訪問した。
1世帯の訪問時間は、平均して1世帯あたり1時間（最短40分、最⻑2時間）であった。訪問世帯のお話
相⼿としてもボランティアのニーズがあった。延べ32名（事務局含め28名）のサポーターが訪問活動に
参加した。

出発前に⽀援世帯情報を確認 提供する防災⽤品 訪問準備

転倒対策を実施 アンケート調査 防災⽤品の無償提供



５．アセスメントについて
アセスメントシートの決定について
松⼭で実施しているアセスメントシートの内容をもとに、実⾏委員会会員の市⽴⼤学、札幌市社協にご
助⾔いただき作成した。また、今回は訪問時の個⼈情報と紐づけずにアンケートとして実施した。
（アセスメントの結果は別紙参照ください。）



６．サポーター、⽀援世帯アンケート結果

【サポート隊 参加者の声】
・情報にアクセスするのが難しい⽅への⽀援は必要だと感じました。
・とても感謝していただいて、⾼齢者の⽅の安全⾯やくらしが向上する

取り組みだと思います。
・⾃分⾃⾝の防災意識の向上にもつながった。家族や友⼈にも話をして

みようと思います。
・防災の準備をその場で⾏えているので、即効性があり効果が⼤きいと感じた。
・1件しか参加できなかったので、もっと訪問できたらよかった。

【⽀援世帯 ⽀援後の声】
・本棚の固定に不安があった。しっかり固定していただけて安⼼しました。
・このような活動があるのかとびっくりしました。ご苦労さまでした。
・器具の設置等しっかり説明していただき、ていねいな仕事をして

くださいました。
・いろいろ教えていただいた。これから気をつけていこうと思う。
・防災⽤品がもらえてよかった。
・来られた⽅が親切でよかった。

サポート隊

満⾜
80％

少し満⾜
16％

普通4％

⽀援世帯

満⾜

100％
※回答数13件

※回答数25件


